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特集 積算基準類の改正

1.　はじめに

　土木工事標準歩掛（以下「標準歩掛」という）
は，施工合理化調査等の実態調査に基づき土木施
工に必要とされる標準的な機械，労務，材料等の
所要量を工種ごとに設定しています。
　また，標準歩掛は「中央建設業審議会（中建
審）」の建議を踏まえて，昭和58年 3 月に67工種
を「土木工事標準歩掛」として整備・公表し，そ
の後，現行標準歩掛の改定や新規制定を重ねて，
平成26年 4 月時点で140工種を公表しており，土
木工事費積算の基礎資料として国，県，市町村の
発注官庁をはじめ民間でも標準的な指標として広
く活用されるに至っています。

2.　平成26年度標準歩掛の改定概要

　土木施工は，各種施工制約の増加などの社会環
境の変化あるいは使用機械の多様化，新技術・新
工法の開発などによる施工形態の変化等に対応す
るため，標準歩掛は施工実態を反映した適正な資
料とする必要があります。
　今回，維持修繕工事は，新設工事に比べ手間が
かかり，人件費や機材のコストも割高になりやす

いことを考慮し，「橋梁補修用歩掛の新設（ 3工
種）」「維持修繕用歩掛の改定（ 3工種）」を行っ
ています。加えて「地盤改良用歩掛の新設（ 1工
種）」を行うほか，「適用範囲，日施工量，資機材
等の改定（ 8工種）」「排出ガス基準値及び保有形
態の改定（22工種）」行っています。
　さらに東日本大震災の被災 3県（岩手県，宮城
県，福島県）においては，被災 3県の現場状況を
反映した専用の積算基準（復興歩掛）を制定し，
平成25年10月から適用していましたが，施工状況
を考慮し，土工における日当たり作業量の補正を
10％から20％に改定しています。
　また，直轄工事において施工実態の少ない 1工
種を廃止するとともに，平成24年10月から施工パ
ッケージ型積算基準が導入され，平成25年10月か
ら拡充されたことを受け，標準歩掛から44工種を
施工パッケージ型積算基準へ移行しました。
⑴　全面的な改定を行った工種（15工種）

①　橋梁補修用積算歩掛の新設（ 3工種）
　社会インフラの老朽化に対応するため，「断面
修復工」「ひび割れ補修工」「表面被覆工」の 3工
種の歩掛を新設しました。断面修復工は，コンク
リート構造物の劣化により，欠落した部分等の断
面を修復する工法で，劣化した部分のコンクリー
トはつり，鉄筋防錆処理，断面修復（左官）作業
を歩掛化しました。ひび割れ補修工は，コンクリ
ート構造物の劣化により，ひび割れした部分を充
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填剤等を用い補修する工法で，ひび割れ部の清
掃，注入孔の設置，注入剤の注入，仕上げまでの
一連の作業を歩掛化しました。
　表面被覆工は，コンクリート構造物のコンクリ
ート表面を被覆材で覆う工法で，下地処理から塗
装までの一連の作業を歩掛化しました。
　今までは積算を行う際に見積り等を徴収する必
要がありましたが，歩掛を制定したことにより，
受発注者の積算に関わる負担が軽減すると見込ん
でいます。
②　維持修繕用歩掛の改定（ 3工種）
　維持修繕用歩掛のうち，「堤防除草工」「道路除
草工」「切削オーバーレイ工」の 3工種を改定し
ています。
　堤防除草工および道路除草工については，年間
の除草回数の減少により施工効率が悪くなってい
ることを考慮し，単位当たり施工数量の見直しを
実施しました。
　加えて堤防除草工については，現道脇での除草
作業もあることから，とび石防護を行う場合の歩
掛を新たに追加しました。
　切削オーバーレイ工については施工規模
4,000m2以下の場合の歩掛を新設し，小規模な維
持修繕工事に対応できるようにしました。
③　中層混合処理工の新設（ 1工種）
　軟弱地盤処理工法として「中層混合処理工」の
歩掛を新たに制定しました。今までは改良深度
2 m以下および 3 m以上の地盤改良については歩
掛がありましたが，本工法はその中間に位置する
もので深度 2～13mの範囲を全面的に地盤改良す
るものです。今回，敷鉄板の敷設，位置決め，地
盤改良，移動までの一連の作業を歩掛化していま
す。
④�　適用範囲，日施工量，資機材等の改定を行っ
た工種（ 8工種）

　深礎工，トンネル工（NATM）（機械掘削工
法），防雪柵設置および撤去工，足場工，支保
工，大型土のう工，架設支保工，公園植栽工の 8
工種について，適用範囲，日当たり作業量，資機
材などの改定を行いました。

写真― 1　断面修復工（左官作業）

写真― 2　ひび割れ補修工

写真― 3　表面被覆工

写真― 4　とび石防護（堤防除草工）
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　深礎工では，杭径 4 mまでの範囲について人力
施工を標準としていましたが，小型の電動バック
ホウでの施工が増え，施工の効率化が図られてき
た状況を考慮し，当該施工範囲について人力施工
から機械施工へ歩掛の改定を行いました。
　仮設工のうち足場工については，単位当たり施
工数量の見直しを行っています。また支保工につ
いては小規模な施工現場に対応するため，パイプ
サポート支保の設置数量が40空m3以下の場合の
歩掛を追加しました。
　トンネル工（NATM）（機械掘削工法）では，
コンクリート吹き付け機をコンプレッサ搭載型に
変更したことに加え， 1日（16時間）当たりの掘
進長の見直し等を行いました（歩掛改定の詳細に
ついては，国土交通省のホームページに記載�
http：//www.mlit.go.jp/sogoseisaku/constplan/
sosei_constplan_tk_000024.html）。

⑵　排出ガス基準値および保有形態の改定を行っ

た工種（22工種）

　排出ガス対策型建設機械の活用が進んだ工種に
ついては，排ガス基準値を 1次基準値から 2次基
準値への改定を行っています。また移動式クレー
ンのうち，トラッククレーンについては，市場で
の流通が少なくなっている状況（図― 1）を考慮
し， 5 t以上から100t未満については，原則とし
てホイールクレーン（ラフテレーンクレーン）へ

写真― 6　人力施工状況

写真― 5　中層混合処理機

写真― 7　機械施工状況

中層混合処理工法と他の地盤改良工法との適用範囲の違い
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の機種変更を行っています（表― 1）。

⑶　東日本大震災の被災地で適用する土木工事標

準歩掛の改定

　東日本大震災の被災地 3県（岩手県，宮城県，
福島県）においては，早期復興に向け大規模な復
旧・復興事業が推進されており，工事量の増大に
よる資材調達不足等で，標準歩掛と施工実態とに

図― 1 　クレーン設置数の推移

表― 1　排ガス基準値，保有形態，クレーン機種変更を行った工種一覧
工種名 排ガス基準値 保有形態 クレーン機種変更

1 現場吹付法枠工 ●

2 補強土壁工 ●

3 高圧噴射撹拌工 ●

4 オールケーシング工・全回転式オールケーシング工 ● ●

5 ダウンザホールハンマ工 ●

6 コンクリート工 ●

7 鋼矢板（H形鋼）工（クレーン引抜工） ●

8 捨石工 ●

9 軟弱地盤上における柔構造樋門・樋管工 ●

10 路上路盤再生工 ● ●

11 橋梁地覆補修工 ●

12 鋼橋架設工 ●

13 グレーチング床版架設工及び足場工 ●

14 プレキャストセグメント主桁組立工 ●

15 ポストテンション場所打箱桁橋工 ●

16 鋼製橋脚設置工 ●

17 歩道橋（側道橋）架設工 ● ●

18 雪崩発生予防柵設置工 ●

19 伸縮装置工（鋼製） ●

20 汚濁防止フェンス工 ●

21 プレビーム桁製作工（現場） ●

22 雪寒仮囲い工 ●
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乖離（日当たり作業量の低下）が生じているた
め，平成25年10月から日当たり作業量の補正を行
っていましたが，施工実態を踏まえ，土工におけ
る日当たり作業量の補正率を10％から20％に見直
すこととしました（コンクリート工については
10％補正を継続しています）。

⑷　土木工事標準歩掛の廃止

　直轄工事において施工実態の少ない「断熱型枠
工」を平成26年度から廃止することとしました。

⑸　施工パッケージ型積算基準への移行

　平成25年10月から施工パッケージ型積算基準が
拡充されたことにより，土木工事標準歩掛のうち
44工種を施工パッケージ型積算基準へ移行しまし
た（表― 2）。

3.　おわりに

　公共事業を円滑に執行するためには，現場の施
工実態や資機材の需給動向など，時事変化する事
象を的確に把握し，工事の品質および安全の確
保，環境の保全等に十分な配慮がなされているか
にも着目した上で，標準歩掛を整備していくこと
が必要です。
　引き続き，必要な標準歩掛の整備・改定を推進
する等，適正な予定価格の設定に努めて参りま
す。
　なお，標準歩掛は，実際の施工における工法や
機械を規定するものではなく，標準的な施工を想
定した予定価格を算出するためのツールです。任
意と指定を正しく理解し，適切な運用をお願いし
ます。

表― 2 　施工パッケージ型積算基準へ移行した工種
工種名 工種名

1 機械土工（土砂） 23 笠コンクリートブロック据付工
2 機械土工（土砂）〔クラムシェルの作業能力〕 24 透水性アスファルト舗装工
3 機械土工（岩石） 25 路側工
4 小規模土工 26 道路付属物工
5 人力土工(土砂） 27 路面切削工
6 基礎・裏込砕石工 28 人力清掃工
7 コンクリートブロック積工 29 付属構造物塗替工
8 コンクリートブロック張工 30 電線共同溝工（C･C･BOX)
9 緑化ブロック積工 31 橋梁排水管設置工
10 現場打擁壁工 32 機械土工（超ロングアームバックホウ土工）
11 排水構造物工 33 構造物とりこわし工（人力によるとりこわし）
12 粉体噴射撹拌工（DJM工法） 34 構造物とりこわし工（とりこわしコンクリート殻処理工）
13 アンカー工（ロータリーパーカッション式） 35 はつり工
14 かご工 36 立入り防止柵
15 函渠工⑴ 37 路面切削工（小型路面切削機による施工）
16 目地・止水板設置工 38 側溝清掃工（人力清掃）
17 コンクリート工 39 防護柵復旧工
18 型枠工 40 橋梁上部排水桝設置工
19 消波根固めブロック工 41 高欄設置工
20 塵芥処理工 42 橋名板取付工
21 巨石積（張）工 43 撤去しない埋設型枠工
22 護岸基礎ブロック工⑴ 44 光ケーブル配管工


